
〔いちき串木野市立市来小学校 池之上敬一 教諭の実践から〕

実践例
本時実践例は，６年生「体積」の単元での第１時の授業である。これまで子どもたち

が学習してきた「長さ」「かさ」の学び直しの場を設定し，量の比較や測定に共通な単
位が必要であることを体積の学習へとつないでいる。そこでは，共通な単位(1cm3)がい
くつあるかを言葉や数で説明し伝え合う算数的活動を設定している。

第６学年 「 体 積 」(1/11)
１ 本時の目標
・ 長さやかさ，面積での量の比較の経験を生かし，直接比較や間接比較等の方法で立体の大きさを
比べ，普遍単位の必要性に気付くことができるようにする。

２ 具体的な算数的活動
・ 体積の比較をする場合に，長さや周りの面積，重さなどの条件で比較ができると考える子どもに，

ブロック等を活用して任意単位のいくつ分になるか，さらに普遍単位を用いて数値化して比べる活
動を設定し体積の概念を深めさせていく。そのための算数的活動として，具体物を用いた数値化の
考えを，根拠や方法を明確にして説明し伝え合う活動を設定する。

体積の数値化とし
て，任意単位や普
遍単位の必要性を
「かさ比べ」の学
習を基に考えさせ
る場を設定してい
る。

ここでは，普遍
単位(１ cm3)の数が
全体としていくつ
あるか縦，横，高
さに目を向けさせ
公式化を見通した
活動を設定してい
る。
この活動の中で，

考えを図や言葉，
数，式などを用い
て友達に分かるよ
うに説明し伝え合
う算数的活動を重
視する必要がある。

・これまでの「長さ」
や「かさ」を測定し
数値化してきた学習
を再確認し，学び直
しの場を設定してい
る。

ここでは，長さや
かさを共通な単位を
用いると測定するこ
とができたり比較す
ることができたりし
たことを「体積」の
学習につなぎ，体系
化している。


